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こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

平
成
２０
年
度
多
摩
区
３
大
学

（
専
修
大
学
、
明
治
大
学
、

日
本
女
子
大
学
）
連
携
事
業

の
一
環
で
「
多
摩
区
中
野
島

地
区
に
お
け
る
災
害
・
防
災

に
関
す
る
事
業
」
と
し
て
２

年
前
か
ら
始
ま
っ
た
。

中
野
島
町
会
が
、
災
害
に

詳
し
い
大
矢
根
教
授
に
依

頼
。
昨
年
５
月
に
１
冊
目
の

防
災
マ
ッ
プ
と
報
告
書
を
作

成
。
２
冊
目
と
な
る
今
回

は
、
２
年
間
の
蓄
積
さ
れ
た

ノ
ウ
ハ
ウ
を
駆
使
し
、
町
会

内
の
中
野
島
１
丁
目
付
近
を

対
象
に
「
ま
ち
歩
き
」調
査
。

「
危
険
地
域
」
と
「
資
源
に

な
る
も
の
」
の
把
握
を
行
っ

た
。
「
中
野
島
町
会
防
災
マ

ッ
プ
Ⅱ
」
に
は
、
「
中
野
島

再
発
見
」
と
題
さ
れ
た
地
図

掲
載
と
、
そ
の
作
成
過
程
が

網
羅
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
町
会
防
災
の
懸
案

で
あ
っ
た
大
規
模
高
層
マ
ン

シ
ョ
ン
群
（
中
野
島
ハ
イ
ム

∥
７
０
０
戸
、
Ｊ
Ｒ
中
野
島

駅
北
口
）
の
地
域
防
災
に
つ

い
て
も
行
っ
た
。
マ
ン
シ
ョ

ン
の
周
辺
、

敷
地
内
、
廊

下
・
階
段
、

室

内

を

調

査
。メ

ン
バ
ー
は
「
先
駆
的
な

取
り
組
み
と
な
っ
た
」
と

し
、
中
野
島
地
区
を
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
と
し
て
、
多
摩
区
全

体
に
防
災
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝

え
た
い
と
意
欲
を
燃
や
す
。

震
災
や
水
害
か
ら
地
元
を
自
分
た
ち
の
手
で
守
ろ
う
―
―
。
災

害
社
会
学
が
専
門
の
専
修
大
学
の
大
矢
根
淳
人
間
科
学
部
教
授
と

横
山
順
一
さ
ん
（
大
学
院
文
学
研
究
科
社
会
学
専
攻
博
士
後
期
課

程
、
専
修
大
学
社
会
知
性
開
発
セ
ン
タ
ー
・
リ
サ
ー
チ
ア
シ
ス
タ

ン
ト
）
は
、
川
崎
市
多
摩
区
中
野
島
町
会
（
中
野
島
１
―
６
丁
目

・
布
田
地
区
、
６
５
０
０
世
帯
）
の
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
地
元
の

「
中
野
島
町
会
防
災
マ
ッ
プ
Ⅱ
」
を
完
成
さ
せ
た
。

今
回
の
マ
ッ
プ
作
り
は
、

一
連
の
活
動
で
手
法
を
体
得

し
た
横
山
さ
ん
が
中
心
に
な

っ
て
行
わ
れ
た
。

「
１０
月
１８
日
に
実
施
し
た

ま
ち
歩
き
で

発
見
�
し
『
中

野
島
再
発
見
』
に
掲
載
し
た

『
お
地
蔵
様
』
と
『
二
ケ
領

用
水
と
水
門
』
に
最
も
関
心

を
持
っ
た
。
石
碑
は
地
域
の

歴
史
を
い
ま
に
語
り
継
ぐ
存

在
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
豊

か
さ
と
災
い
の
両
方
を
も
た

ら
す
水
の
存
在
は
、
ま
ち
と

深
く
か
か
わ

っ
て
い
る
こ

と
を
再
確
認

し
た
」
と
横

山
さ
ん
は
振

り
返
る
。

大
矢
根
教

授
の
調
査
技

法
は
、
徹
底

し
た
「
ま
ち

歩
き
」
。
自

ら
の
足
で
歩

き
、
つ
か
ん

だ
情
報
を
基
盤
に
す
る
。
こ

こ
で
も
そ
の
技
法
が
い
か
ん

な
く
発
揮
さ
れ
た
。
「
ま
ち

を
歩
い
て
、
こ
こ
は
安
全

か
、
危
険
か
―
―
と
い
う
発

見
を
積
み
重
ね
て
い
く
と
、

思
わ
ぬ
も
の
が
見
え
て
く

る
。
人
々
の
さ
ま
ざ
ま
な
生

活
に
思
い
を
は
せ
、
自
分
自

身
を
見
つ
め
直
す
こ
と
が
で

き
る
。
そ
う
い
っ
た
視
点
を

も
た
な
い
と
、
マ
ッ
プ
は
単

な
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
誌
に
な
っ

て
し
ま
う
」
と
強
調
す
る
。

５
月
２８
日
、
中
野
島
町
会

の
古
谷
欣
治
会
長
、
田
村
忠

蔵
さ
ん
、
瀬
下
勇
さ
ん
（
い

ず
れ
も
副
会
長
で
防
災
委
員

会
メ
ン
バ
ー
）
ら
と
一
緒
に

多
摩
区
の
門
ノ
沢
俊
明
区
長

を
訪
問
。
報
告
書
と
と
も
に

同
マ
ッ
プ
を
提
出
、
取
り
組

み
の
内
容
を
報
告
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
こ
れ
で

終
了
だ
が
、
地
元
か
ら
継
続

の
要
望
が
強
い
。
大
矢
根
教

授
は
「
楽
し
く
学
び
な
が
ら

暮
ら
し
て
い
く
こ
と
を
念
頭

に
置
く
こ
と
が
大
切
。
末
長

く
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
っ
て
い

く
」
考
え
だ
。

「
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
講
座
」
（
前
期
）
が
５
月

１５
、
１９
、
３０
日
に
神
田
キ
ャ

ン
パ
ス
、
本
所
防
災
館
、
明

治
大
学
を
会
場
に
開
催
さ

れ
、
全
日
程
を
受
講
し
た
学

生
ら
３３
人
に
災
害
救
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
推
進
委
員
会
か
ら

「
セ
ー
フ
テ
ィ
リ
ー
ダ
ー
認

定
証
」
、
東
京
消
防
庁
か
ら

「
上
級
救
命
技
能
認
定
証
」

が
交
付
さ
れ
た
。

１
９
９
５
年
の
阪
神
・
淡

路
大
震
災
の
教
訓
を
も
と
に

大
災
害
を
想
定
し
た
災
害
救

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
の
た
め
設
立
さ
れ
た

㈶
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

推
進
委
員
会
が
実
施
し
て
い

る
講
座
に
、
初
め
て
大
学
と

し
て
参
加
し
た
も
の
。
本
学

は
千
代
田
区
と
「
大
規
模
災

害
時
に
お
け
る
協
力
体
制
に

か
か
わ
る
基
本
協
定
」
を
結

ん
で
お
り
、
災
害
発
生
時
に

リ
ー
ダ
ー
と
な
る
よ
う
な
学

生
を
養
成
し
た
い
と
い
う
学

生
部
の
考
え
で
、
開
催
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
応
募
開
始

と
同
時
に
ほ
ぼ
定
員
と
な

り
、
学
生
の
災
害
に
対
す
る

関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え

た
。講

座
は
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
に
よ
る
「
災
害
時
の
決
断

力
」
、
災
害
模
擬
体
験
、
応

急
手
当
活
動
（
上
級
救
命
技

能
講
習
）
な
ど
の
ほ
か
に
オ

プ
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
、
ゲ
ー
ム
で
学
べ
る
帰
宅

困
難
者
問
題
、
無
線
機
を
使

っ
た
災
害
情
報
伝
達
訓
練
な

ど
が
行
わ
れ
た
。

「
大
規
模
災
害
へ
の
備
え

の
必
要
性
を
感
じ
て
」
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
が
あ

る
」
「
消
防
士
を
目
指
し
て

い
る
」
と
い
っ
た
参
加
動
機

の
学
生
が
多
く
、
３
日
間
の

講
習
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
た
。

認
定
証
を
手
に
し
た
学
生

た
ち
か
ら
は
、
「
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
す
る
こ
と
は
、
災

害
時
に
限
ら
ず
大
切

な
こ
と
。
日
ご
ろ
か

ら
意
識
し
て
、
冷
静

に
物
事
に
対
処
し
た

い
」
「
大
学
生
活
を

た
だ
漫
然
と
過
ご
す

の
で
は
な
く
、
目
標
を
も
っ

て
過
ご
す
た
め
の
き
っ
か
け

と
な
っ
た
。
『
今
の
自
分
に

で
き
る
こ
と
は
何
か
』
と
い

う
問
い
に
答
え
て
く
れ
る
講

座
と
な
っ
た
」
「
大
学
生
の

私
た
ち
に
も
で
き
る
こ
と
は

あ
る
と
気
づ
い
た
」
と
い
っ

た
感
想
が
聞
か
れ
た
。

講
座
は
後
期
に
も
開
催
予

定
。
決
定
次
第
、
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
な
ど
に
掲
載
さ
れ

る
。

か
る
た
、
ト
ラ
ン
プ
な
ど
子
ど
も

の
こ
ろ
に
親
し
ん
だ
遊
び
道
具
が
並

ぶ
奥
野
か
る
た
店
（
奥
野
誠
子
社

長
）
。
製
造
・
卸
・
販
売
を
一
手
に
手

掛
け
る
日
本
で
唯
一
の
か
る
た
専
門

す
ご
ろ
く

店
だ
。
ほ
か
に
将
棋
、
囲
碁
、
双
六
、

花
札
、
マ
ー
ジ
ャ
ン
、
パ
ー
テ
ィ
ー

ゲ
ー
ム
、
外
国
の
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム

も
。ま
さ
に
こ
こ
は「
遊
び
の
殿
堂
」。

１
階
入
り
口
の
両
脇
の
ウ
イ
ン
ド

ー
と
階
上
は
ゆ
っ
た
り
と
し
た
展
示

ス
ペ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
。
か
る
た

の
原
画
や
室
内
遊
戯
に
関
す
る
資
料

な
ど
が
陳
列
さ
れ
、
博
物
館
の
よ

う
。
訪
問
客
か
ら
「
懐
か
し
い
」
と

歓
声
が
あ
が
る
。
「
ま
ず
は
お
客
さ

ま
に
見
て
も
ら
う
こ
と
」
と
２
代
目

で
現
会
長
の
奥
野
伸
夫
さ
ん
。

少
子
化
、
核
家
族
化
の
影
響
で
、

親
が
子
に
ゲ
ー
ム
の
や
り
方
を
教

え
、
家
族
団
ら
ん
で
遊
ぶ
場
が
減
っ

て
き
た
。
加
え
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

ゲ
ー
ム
や
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
の
席
巻

で
、
昔
な
が
ら
の
室
内
遊
戯
は
苦
戦

し
て
い
る
。

し
か
し
、
「
か
る
た
は
遊
び
な
が

ら
こ
と
ば
を
覚
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
自
然
に
知
識
が
身
に
つ
く
。

一
つ
の
文
化
で
す
よ
」
と
奥
野
会

長
。
そ
こ
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
生
ま
れ
る
の
も
、
ゲ
ー
ム
機
で
は

得
ら
れ
な
い
魅
力
だ
。

同
店
で
は
、
工
夫
を
重
ね
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
商
品
の
開
発
を
常
に
行
っ
て

お
り
、
店
内
に
６０
種
ほ
ど
並
ぶ
。「
お

料
理
い
ろ
は
か
る
た
」
「
四
字
熟
語

合
わ
せ
」
な
ど
が
そ
れ
だ
。

童
画
の
武
井
武
雄
、
版
画
の
川
上

澄
生
に
よ
る
復
刻
か
る
た
・
ト
ラ
ン

プ
も
人
気
。
１２
年
ほ
ど
前
、
昭
和
初

期
の
築
地
・
魚
河
岸
で
誕
生
し
、
大

人
気
だ
っ
た
「
お
魚
か
る
た
」
を
復

活
さ
せ
た
時
は
、
問
い
合
わ
せ
の
電

話
が
鳴
り
止
ま
な
か
っ
た
。

創
業
は
１
９
２
１
年
。
伸
夫
会
長

の
祖
父
が
将
棋
の
棋
士
で
あ
り
駒
作

り
職
人
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
出
発

点
。
港
区
芝
田
村
町
（
西
新
橋
）
か

ら
神
保
町
・
白
山
通
り
に
店
を
移
し

た
の
は
１
９
７
９
年
。
夏
季
の
み
営

業
し
て
い
る
軽
井
沢
の
「
小
さ
な
カ

ル
タ
館
」
に
も
商
品
が
並
ぶ
。

「
最
近
は
男
性
よ
り
女
性
客
が
多

い
で
す
よ
。
外
国
の
方
も
よ
く
見
え

ま
す
。
日
本
語
の
勉
強
に
も
な
り
ま

す
か
ら
」
と
店
員
の
豊
田
幸
彦
さ

ん
。
専
大
の
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら

数
分
と
い
う
場
所
が
ら
、
学
生
も
よ

く
訪
れ
る
。
「
ア
ル
バ
イ
ト
で
夜
間

（
二
部
）
の
学
生
さ
ん
も
い
ま
し
た

よ
」
。
神
保
町
に
し
っ
く
り
な
じ
む

奥
野
か
る
た
店
だ
。

＊
奥
野
か
る
た
店
∥
東
京
都
千
代

田
区
神
田
神
保
町
２
の
２６

☎
０３

（
３
２
６
４
）
８
０
３
１

◀

「
危
険
地
域
」
と
「
資
源
に
な

る
も
の
」
が
載
っ
た
「
中
野
島

再
発
見
マ
ッ
プ
」

大
矢
根
教
授
と
大
学
院
生
・
横
山
さ
ん

��１２

川
崎
市
中
野
島
町
会
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に

奥野かるた店

▲ 奥野伸夫会長＝店内２

階の展示スペースで

わわがが身身、、わわがが命命はは自自分分でで守守るる

ゲーム機とは違う〝文化〟―学生も訪れる専門店

―― 災害救援ボランティア講座 ――

３３人のセーフティリーダー誕生

▲ あいさつする阿藤正道

学生部長（神田キャンパス）

地
元
か
ら「
継
続
を
」

期
待
寄
せ
ら
れ
る

▲ ２００９年１０月１８日の「まち歩き」調査

▲ 門ノ沢多摩区長に報告書を手渡

す大矢根教授（右から３人目）と

横山さん（同２人目）

▲ 上級救命技能講習（明治大学で）

▲

人気のオリジナルかるた

▲ 本所防災館での消火体験

（４）２０１０年（平成２２年）７月１５日ニ ュ ー ス 専 修（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）第４７８号


